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経
団
連
は
一
月
一
五
日
、
今
春
の
労
使
協

議
・
交
渉
の
指
針
と
な
る
「
二
〇
一
四
年
版

経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
―
―
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
と
持
続
的
な
成
長
の
実
現
に
向
け

て
」（
経
労
委
報
告
）
を
発
表
し
た
。

　

序
文
で
米
倉
会
長
は
、「
安
倍
政
権
の
経
済

政
策
に
よ
っ
て
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
改
善
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
今
年
は
、

長
期
に
わ
た
っ
て
わ
が
国
企
業
を
苦
し
め
て

き
た
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
実
現
す
る
好
機

を
迎
え
て
い
る
」
と
指
摘
。
経
営
者
に
対
し

て
は
、「
政
府
の
諸
施
策
に
呼
応
し
、
一
層
の

競
争
力
強
化
に
努
め
る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ

ル
競
争
を
勝
ち
抜
き
、
自
社
の
成
長
と
発
展

を
通
じ
て
経
済
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

を
求
め
た
い
」
と
要
望
し
て
い
る
。
一
方
、

政
府
に
対
し
て
は
企
業
活
力
が
最
大
限
に
発

揮
さ
れ
る
よ
う
、「
法
人
実
効
税
率
の
引
き
下

げ
や
、
社
会
保
障
制
度
の
重
点
化
・
効
率
化
、

大
胆
な
規
制
改
革
な
ど
、
成
長
戦
略
の
着
実

な
実
行
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
注
文
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
第
一
章
「
わ
が
国
企
業
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
と
経
済
成
長
に
向
け
た

課
題
」
で
は
、
経
済
を
本
格
的
な
成
長
軌
道

に
乗
せ
る
た
め
に
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

本
格
的
な
復
興
」「
地
方
経
済
・
中
小
企
業
対

策
」「
電
力
価
格
の
抑
制
・
安
定
供
給
の
確

保
」「
社
会
保
障
制
度
改
革
の
推
進
」「
法
人
税

負
担
の
軽
減
」「
雇
用
・
労
働
市
場
の
改
革
」

の
六
つ
の
課
題
の
解
決
が
必
要
だ
と
す
る
。

と
く
に
「
雇
用
・
労
働
市
場
の
改
革
」
に
つ

い
て
は
、「
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
の
二
極

化
論
」
か
ら
早
期
に
脱
し
、
不
本
意
に
非
正

規
雇
用
で
働
い
て
い
る
人
に
対
す
る
政
策
支

援
の
強
化
を
要
望
。
加
え
て
、「
失
業
な
き
労

働
移
動
」
の
実
現
の
た
め
、
就
労
マ
ッ
チ
ン

グ
機
能
の
強
化
の
ほ
か
、
①
勤
務
地
な
ど
を

限
定
し
た
正
社
員
の
積
極
的
な
活
用
、
②
裁

量
労
働
制
の
見
直
し
を
は
じ
め
と
す
る
労
働

時
間
制
度
改
革(

一
部
の
事
務
職
・
研
究
職

を
対
象
に
健
康
確
保
措
置
を
強
化
し
た
う
え

で
の
労
働
時
間
・
深
夜
労
働
規
制
の
適
用
除

外
制
度
の
創
設
含
む)

、
③
最
低
賃
金
制
度

の
見
直
し
―
―
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

多
様
な
人
材
の
活
用

　

第
二
章
「
多
様
な
人
材
の
活
用
」
で
は
、

生
産
性
の
向
上
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

に
向
け
て
は
、
企
業
の
人
材
戦
略
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
女
性
や
高
齢
者
の
活
躍
推

進
」「
若
年
者
雇
用
」「
仕
事
と
介
護
の
両
立
」

「
障
害
者
雇
用
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
確
保
・

育
成
」
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

と
く
に
、
介
護
に
直
面
す
る
従
業
員
の
増
加

を
踏
ま
え
、
①
介
護
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
各
種

支
援
制
度
の
整
備
、
②
介
護
に
直
面
す
る
前

段
階
で
の
情
報
提
供
、
③
介
護
に
直
面
し
た

従
業
員
へ
の
支
援
―
―
の
三
段
階
に
沿
っ
て

の
対
応
が
効
果
的
だ
と
提
起
し
た
。

交
渉
・
協
議
に
向
け
た
基
本
姿
勢

　

第
三
章
の
「
労
使
交
渉
・
協
議
に
向
け
た

基
本
姿
勢
」
で
は
、
自
社
が
抱
え
る
課
題
に

労
使
が
協
調
し
て
取
り
組
む
た
め
に
「
労
使

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
対
話
」
を
さ
ら
に
充
実

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、

「
経
営
環
境
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対

応
で
き
る
『
労
使
自
治
』
は
有
効
に
機
能
し

て
お
り
、今
後
も
堅
持
す
べ
き
」
と
主
張
す
る
。

　

賃
金
決
定
の
際
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
は
、
従
来
ど
お
り
「
総
額
人
件
費
管
理
の

徹
底
」
を
要
請
。「
企
業
が
生
み
出
す
付
加

価
値
と
人
件
費
の
整
合
性
を
確
保
し
て
い
く

観
点
か
ら
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
適
切

な
総
額
人
件
費
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
」
と
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、「
賃
上
げ
と
は
何
か
」
の
項

を
設
け
て
い
る
。
労
働
基
準
法
第
一
一
条
の

規
定
を
あ
げ
、
賃
金
・
手
当
・
賞
与
な
ど
は
、

「
労
働
の
対
償
と
し
て
使
用
者
が
労
働
者
に

支
払
う
す
べ
て
の
も
の
」
を
指
す
と
指
摘
。

そ
の
た
め
、「
賃
上
げ
」
と
い
う
場
合
、「
年
収

ベ
ー
ス
で
み
た
報
酬
の
引
き
上
げ
」
と
と
ら

え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

　

こ
う
し
た
前
提
を
踏
ま
え
て
、
連
合
な
ど

の
要
求
で
あ
る
「
一
％
以
上
の
賃
上
げ
（
月

例
賃
金
の
引
き
上
げ
）」
に
対
し
て
は
、
要

求
根
拠
と
し
て
あ
げ
る
物
価
指
標
と
生
産
性

向
上
分
に
言
及
。
過
年
度
物
価
上
昇
に
つ
い

て
は
、
見
込
み
や
推
計
値
で
は
な
く
、「
実
績

値
」
と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
生
産
性
に
つ

い
て
も
、
労
働
生
産
性
の
伸
び
だ
け
で
は
な

く
「
ヒ
ト
へ
の
投
資
」
な
ど
数
値
で
明
確
に

表
せ
な
い
部
分
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

自
社
の
状
況
に
適
っ
た
対
応
を
と
る
こ
と
に

な
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業
の
賃
上

げ
に
つ
い
て
は
「
大
手
を
上
回
る
賃
上
げ
を

実
現
す
る
だ
け
の
支
払
能
力
を
有
す
る
と
こ

ろ
は
限
定
的
」
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

ベ
ア
の
実
施
も
選
択
肢
の
一
つ

　

そ
の
う
え
で
、
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス

と
し
て
、「
賃
金
は
、
基
本
給
を
は
じ
め
、
諸

手
当
、
賞
与
・
一
時
金
、
福
利
厚
生
費
な
ど

も
含
め
て
、
す
べ
て
の
従
業
員
に
か
か
わ
る

総
額
人
件
費
を
適
正
に
管
理
す
る
観
点
か
ら
、

自
社
の
支
払
能
力
に
基
づ
き
判
断
・
決
定
す

る
と
い
う
原
則
は
揺
る
が
な
い
」
と
再
度
、

強
調
。
そ
の
一
方
、「
業
績
が
好
調
な
企
業
は
、

拡
大
し
た
収
益
を
設
備
投
資
だ
け
で
な
く
雇

用
の
拡
大
、
賃
金
の
引
き
上
げ
に
振
り
向
け

て
い
く
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
際
、
賃
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
こ
こ

数
年
と
異
な
る
対
応
も
選
択
肢
と
な
り
得
よ

う
」
と
述
べ
、
ベ
ア
に
つ
い
て
も
認
め
る
意

向
を
表
明
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
経
営
環
境

の
変
化
が
激
し
い
時
代
に
あ
っ
て
は
、
各
社

横
並
び
の
一
律
的
な
対
応
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
策
を
検
討
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る

と
主
張
。「
賞
与
・
一
時
金
へ
の
反
映
の
み

な
ら
ず
、
特
定
層
の
賃
金
水
準
の
引
き
上
げ

や
諸
手
当
の
改
定
な
ど
、
実
に
多
様
な
対
応

が
考
え
ら
れ
よ
う
」
と
し
、
賃
上
げ
の
対
応

が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

�

（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

春
季
交
渉

2

経
団
連
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「
経
労
委
報
告
」
を
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―
賃
上
げ
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多
様
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択
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を
提
起




